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カトリック

前
田
大
司
教
メ
ッ
セ
ー
ジ	

一
面

教
区
の
動
き
・
津
和
野
殉
教
者
列
聖
運
動
・
堅
信
者	

二
・
三
面

平
和
行
事
報
告
・
大
阪
司
教
着
座
式
・
平
和
俳
句	

四
・
五
面

広
島
土
砂
災
害
支
援
・
Ｊ
―
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
他	

六
・
七
面

地
区
・
海
峡
か
ら
の
風
・
施
設
・
青
少
年
・
ひ
と
粒	

八
～
十
面

バクルスの引き継ぎ、池長大司教と前田大司教

前
田
大
司
教
、
大
阪
の
大
司
教
に

広
島
教
区
は
空
位
、
教
区
管
理
者
に
肥
塚
神
父

　

九
月
二
十
三
日
（
祝
・

火
）
、
前
田
万
葉
大
司
教
は
、

広
島
教
区
を
離
れ
、
大
阪
教
区

の
大
司
教
に
就
任
し
た
。
大
阪

教
区
カ
テ
ド
ラ
ル
の
近
く
に
あ

る
大
阪
明
星
学
園
マ
リ
ア
ン

ホ
ー
ル
で
着
座
式
が
行
わ
れ
、

司
教
、
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒

二
千
五
百
人
以
上
が
集
ま
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
島
教
区

は
次
の
司
教
が
任
命
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
司
教
座
空
位
と
な

る
。
こ
の
着
座
ミ
サ
の
献
金
は

八
月
二
十
日
の
広
島
土
砂
災
害

へ
の
支
援
と
し
て
さ
さ
げ
ら
れ

た
。
ま
た
、
肥
塚
侾
司
神
父
が

広
島
教
区
管
理
者
と
し
て
選
ば

れ
た
。

＊
教
区
管
理
者
と
は

　

司
教
区
の
臨
時
か
つ
暫
定
の

統
治
者
。
司
教
座
空
位
時
に
顧

問
団
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。

　

広
島
教
区
の
皆
さ
ん
、
こ
の

た
び
の
転
任
で
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
三

年
前
に
広
島
教
区
長
・
司
教
叙

階
で
お
世
話
に
な
っ
た
ば
か
り

な
の
に
、
も
う
送
別
ミ
サ
を
挙

行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
上
、
司
教
空
位
の

不
自
由
、
そ
し
て
、
新
司
教
叙

階
式
の
お
世
話
と
い
う
重
荷
ま

で
背
負
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

広
島
教
区
司
教
に
な
り
三
年

目
を
迎
え
た
新
年
・
馬
年
に
、

「
飾
り
馬
三
歳
馬
に
も
馬
力
あ

り
」
と
詠
み
、
広
島
教
区
の
百

周
年
ま
で
の
十
年
を
三
歳
馬
の

よ
う
に
ダ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
と
決

意
し
た
ば
か
り
な
の
に
と
悔
や

ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
お
言
葉
で
す
か

ら
、
網
を
降
ろ
し
て
み
ま
し
ょ

う
」
（
ル
カ
五
の
五
）
と
い
う

「
み
こ
と
ば
」
が
、
ま
す
ま
す

わ
た
し
を
縛
り
付
け
、
「
断
れ

ず
網
を
降
ろ
す
や
秋
の
阪
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ

ト
ゥ
教
皇
大
使
か
ら
、
「
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ
る
大
阪
大

司
教
任
命
」
を
伝
え
ら
れ
た
の

が
七
月
二
十
五
日
で
し
た
。
直

後
二
十
七
日
（
年
間
第
十
七
主

日
）
の
玉
島
教
会
公
式
訪
問
・

堅
信
式
で
は
、
だ
れ
に
も
相
談

で
き
ず
、
ま
さ
に
自
分
の
た
め

の
堅
信
（
神
さ
ま
の
こ
と
を
堅

く
信
じ
る
）
ミ
サ
で
も
あ
り
ま

し
た
。
「
大
阪
に
広
島
か
ら
や

祈
る
夏
」
、
「
吾
輩
に
ソ
ロ
モ

ン
の
知
恵
祈
る
夏
」
（
当
日
の

第
一
朗
読
が
ソ
ロ
モ
ン
の
知
恵

の
箇
所
）
と
詠
み
、
「
受
堅
者

と
共
に
わ
た
し
に
も
聖
霊
の
お

恵
み
を
」
と
、
祈
っ
た
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
わ
た
し
の
任
命
発
表

の
八
月
二
十
日
の
未
明
、
こ

と
も
あ
ろ
う
に
「
広
島
土
砂

災
害
災
害
」
が
起

き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
広
島
で
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
出

来
事
が
起
き
た
こ

と
を
自
分
の
責
任
の
よ
う
に
感

じ
、
悲
し
み
に
沈
み
ま
し
た
。

広
島
の
人
た
ち
に
は
も
ち
ろ

ん
、
大
阪
の
人
た
ち
に
も
申
し

訳
な
く
思
う
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
か
、
ま
た
「
な

ぜ
、
わ
た
し
が
大
阪
に
？
そ
れ

も
、
た
っ
た
三
年
も
た
た
な
い

広
島
か
ら
！
」
と
、
愚
痴
ば
か

り
出
て
し
ま
う
の
で
、
も
う
祈

る
し
か
な
い
と
開
き
直
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
「
大
阪
へ
広
島
か
ら
や
竹

大
阪
へ
広
島
か
ら
や
竹
の
春

前
広
島
教
区
長　

前
田 

万
葉
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の
春
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
プ
ラ

ス
思
考
に
受
け
止
め
よ
う
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
「
大
阪
へ
」
と
は
、
「
大

震
災
を
き
っ
か
け
に
、
二
十
年

目
に
な
る
大
阪
大
司
教
区
の
新

生
計
画
」
を
青
々
と
壮
健
な
秋

の
竹
（
竹
の
春
）
と
し
て
頼
も

し
く
受
け
継
ご
う
と
決
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「
広
島
か
ら

や
」
も
、
春
竹
が
自
ら
を
犠
牲

に
し
て
育
ん
で
き
た
秋
の
若
竹

（
竹
の
春
）
と
と
ら
え
て
、
必

ず
や
、
広
島
教
区
が
、
こ
の
災

害
も
乗
り
越
え
て
十
年
計
画
を

力
強
く
実
践
・
証
し
て
く
れ
る

も
の
と
確
信
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

広
島
教
区
の
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
、
「
平
和
」
を
ベ
ー
ス
に
、

召
命
促
進
・
青
少
年
育
成
（
教

区
予
備
神
学
校
、
教
区
共
通
教

理
書
、
司
祭
召
命
）
、
乙
女
峠

殉
教
者
列
福
列
聖
（
信
仰
高

揚
）
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
広
島
教
区
九
十
周
年
か

ら
百
周
年
に
向
け
て
の
テ
ー

マ
、
「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
　
新
し
い
福
音

宣
教　

～
わ
た
し
を
お
使
い
く

だ
さ
い
～
」
を
、
四
つ
の
期

間
・
標
語
（
既
報
の
各
チ
ャ
レ

ン
ジ
）
と
し
て
し
っ
か
り
と
歩

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

無
能
で
不
束
な
わ
た
し
で

す
、
ど
う
か
、
わ
た
し
と
大
阪

大
司
教
区
の
た
め
に
も
、
忘
れ

な
い
で
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

　

広
島
教
区
の
皆
様
と
広
島
土

砂
災
害
犠
牲
者
の
皆
様
の
上
に

神
の
必
要
な
お
恵
み
と
お
助
け

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

＊
着
座
式
の
写
真
は
五
ペ
ー
ジ

教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

　

前
田
司
教
の
大
阪
大
司
教
任

命
に
よ
っ
て
、
広
島
教
区
は
新

し
い
司
教
が
選
ば
れ
る
ま
で
司

教
座
空
位
と
な
っ
た
が
、
基
本

的
に
は
教
区
の
宣
教
司
牧
活
動

は
こ
れ
ま
で
通
り
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
三
年
間

の
教
区
の
優

先
課
題
は
、
広

島
教
区
司
祭
の

誕
生
促
進
を
中

心
と
し
て
①
青

少
年
育
成
委
員

会
②
召
命
促
進

委
員
会
③
津
和

野
殉
教
者
列

聖
運
動
④
教
区

共
通
カ
テ
キ
ズ

ム
（
初
聖
体
、

堅
信
、
結
婚
）

の
作
成
で
あ
っ

た
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
教
区
全

体
の
信
仰
の
力
を
強
め
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
二
三
年
の
広
島

教
区
創
立
百
周
年
に
向
か
っ

て
、
「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
　
新
し
い
福
音

宣
教　

～
わ
た
し
を
お
使
い
く

だ
さ
い
～
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

二
〇
一
四
年
～
二
〇
一
六
年
を

「
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と

し
て
意
欲
的
に
信
仰
生
活
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
「
平
和
の
使
徒
」

と
な
る
こ
と
を
固
有
の
召
命

と
宣
言

す
る
広

島
教
区

に
と
っ

て
、
来

年
の
被

爆
七
十

周
年
は

特
別
な

意
味
を

も
っ
て

い
る
。

世
界
平

和
記
念

聖
堂
献

堂
六
十
周
年
の
今
年
か
ら
の
一

年
間
が
「
平
和
年
」
と
定
め
ら

れ
た
。
特
に
毎
月
「
六
日
」
を

「
平
和
の
日
」
と
し
、
平
和
を

祈
り
、
平
和
を
学
び
、
平
和
の

た
め
に
働
く
意
識
を
高
め
る
シ

ン
ボ
ル
の
日
と
し
て
大
切
に
し

て
い
こ
う
。

　

広
島
教
区
列
聖
委
員
会
は
、

前
田
大
司
教
臨
席
の
も
と
、
九

月
十
九
日
（
金
）
に
「
歴
史
部

会
」
、
九
月
二
十
日
（
土
）
に

「
推
進
部
会
」
を
開
催
し
た
。

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

「
津
和
野
殉
教
者
の
列
聖
を

め
ざ
し
て
」
を
タ
イ
ト
ル
、

「
日
本
の
信
徒
発
見
百
五
十
周

年
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し

て
、
広
島
と
長
崎
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
く
。

⑴
広
島
で
の
開
催

日
時
：
二
〇
一
五
年
一
月
十
二

日
（
月
・
成
人
の
日
）

十
三
時
～
十
六
時

場
所
：
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

セ
シ
リ
ア
ホ
ー
ル

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
前
田
万
葉
大

阪
大
司
教
、
平
林
冬
樹

神
父
、
筒
井
砂　

列
聖

委
員
会
委
員

　

広
島
教
区
の
信
徒
と
、
特
に

大
阪
教
会
管
区
の
司
教
た
ち

に
、
本
列
聖
運
動
に
対
す
る
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
認
識
と

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
す
る
。

　

同
時
に
、
司
教
総
会
で
、
列

津
和
野
乙
女
峠
殉
教
者

列
聖
運
動
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聖
調
査
の
開
始
の
申
請
を
教
皇

庁
に
求
め
る
こ
と
へ
の
同
意
を

え
る
た
め
に
、
運
動
へ
の
取
り

組
み
の
実
績
を
つ
く
る
。

　

な
ぜ
今
、
津
和
野
殉
教
者
の

列
聖
運
動
を
す
る
の
か
、
今
日

的
意
味
に
つ
い
て
、
浦
上
四
番

崩
れ
か
ら
津
和
野
流
配
・
殉
教

に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
背
景
、

な
ぜ
三
十
七
人
を
列
聖
の
対
象

と
し
た
か
な
ど
が
テ
ー
マ
と
な

る
。

⑵
長
崎
で
の
開
催

日
時
：
二
〇
一
五
年
三
月
八
日

（
日
）
十
六
時
～

場
所
：
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
高
見
三
明
長

崎
大
司
教
、
前
田
万
葉

大
阪
大
司
教
、
そ
の
他

　

浦
上
四
番
崩
れ
の
キ
リ
シ
タ

ン
の
う
ち
、
な
ぜ
津
和
野
の
殉

教
者
だ
け
の
列
聖
運
動
を
推
進

す
る
の
か
と
の
声
に
対
し
て
説

明
を
し
、
意
見
を
求
め
て
、
主

に
長
崎
教
区
の
司
祭
や
信
徒
の

本
列
聖
運
動
へ
の
関
心
と
意
識

を
た
か
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

開
催
す
る
。

　

津
和
野
殉
教
の
歴
史
的
背
景

を
「
点
」
で
は
な
く
「
線
」
で

と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
あ

が
っ
て
く
る
殉
教
の
今
日
的
意

味
を
明
ら
か
に
し
、
殉
教
に
至

ら
な
か
っ
た
信
徒
た
ち
や
、
浦

上
帰
還
後
の
信
仰
生
活
に
も
光

を
与
え
て
ゆ
く
も
の
と
す
る
。

②
津
和
野
殉
教
者
の
レ
リ
ー
フ

の
レ
プ
リ
カ
作
成

　

列
聖
運
動
の
機
運
を
高
め
る

た
め
、
津
和
野
殉
教
者
レ
リ
ー

フ
の
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し
、
広

島
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
日

（
二
〇
一
五
年
一
月
十
二
日
）

か
ら
、
広
島
教
区
の
小
教
区
を

巡
回
さ
せ
、
列
聖
の
た
め
の
祈

り
を
唱
え
て
も
ら
う
。
そ
し

て
、
最
終
的
に
は
、
来
年
の
乙

女
峠
ま
つ
り
の
日
（
二
〇
一
五

年
五
月
三
日
）
の
ミ
サ
に
奉
納

す
る
。

広島司教区  堅信を受けられた方（2014 年 1月～ 9月まで）
おめでとうございます！

◆東広島教会　5月25日
ペトロ小池彬 / 関マーク啓二 / ベルナデッタ長坂優衣 / 橋口
フェルナンダ / マリア水元愛華 / テレジア前川佳代 / パウロ宮
田善文 / ヨハンナ・テクラ宮田丹奈 / レオンハルト桑田一
◆幟町教会　6月8日

小さき花のテレジア竹原陽子 / コンラド川本浩 / ルカ田村健司 
/ マリア・ジュリー池田良枝 / マリア山田典子 / マリア・ファ
ウスティナ新庄浩子 / マリア森長京子 / ルチア吉村美子
◆祇園教会　6月22日

ベルナデッタ阿南玲香 / テレジア池澤愛子 / クララ伊藤裕美 / 
アンドレア大村佐介 / ラファエル岡崎惇介 / アシジのフランシ
スコ小田敦也 / マキシミリアノ・マリア・コルベ落合創大 / マ
リア川口菫 / 小さき花のテレジア木戸晴江 / セシリア木戸みど
り / ペトロ佐藤竜也 / マリア・ゴレッティ佐藤陽子 / パウロ佐
藤竜太 / マリア鈴木美智子 / ヨハネ・パウロ畠山乾海 / テレジ
ア畠山眞里 / モニカ東一子 / セシリア福田琴弓 / マリア・マグ
ダレナ宮原恵里沙 / 無原罪のマリア室田彩希 / パウロ渡辺俊之
◆細江教会　6月29日

アグネス平野敏子 / マリア・アナスターシャ上田洋子 / 使徒ヨ
ハネ澤崎保成 / カスタニェ－ダ・エンジェル / アンナカスタ
ニェーダ靖代 / トマス・アクィナス菊野京一 / テオドラ佐伯詩
那乃 / マリア・テレジア森実輝 / ヨゼフ田川澄義 

◆彦島教会　7月6日
ペトロ岩永和樹 / アシジのフランシスコ木谷隆行
◆岡山教会　7月13日

フランシスカ矢部瞳 / アウグスティヌス今田吉紀 / マリア・マ
グダレナ橋本美穂子 / マルグリット・マリー赤羽美鳥 / マルグ
リット・マリー大空博子 / 使徒ヨハネ藤田裕一 / ニコデモ三木

功夫 / クリスティーナ・マリー笠原幸子 / マリア・アスンプタ
花岡弘子 / マリア・マグダレナ三宅雅子 / フランセス三好幸知
恵 / セシリア吉田まどか / ヨゼフ羽原一正 / セシリア原田久美
子 / ステファノ柚木薫 / マグダレナ・ソフィア・バラ柚木ます
み / マリア・モニカ笠松元子 / 使徒ヨハネ藤野憲一 / クララ入
江茄奈 / ジュリー・クリスティン橋本渚 / アシジのフランシス
コ福田晴久 / マーク・ジョセフ野間賢二 / パウロ廣瀬壮汰 / ク
ララ廣瀬優那 / テレジア野口あかね / マザーテレサ野口かんな 
/ パウロ藤田英佑 / エリザベスマクグラス汐音 / アンジェリカ
野間アンジェリカ
◆呉教会　7月20日

ノゾミ森岡望 / マルガリータ・マリア・アラコック村上恒子 / 
Yamada Amanda Akemi / Adorerou A.Mahilum / Neriusu A．
Patino Ⅱ / Arlene Takenaka / Araceli P．Tanaka
◆玉島教会　7月27日

マリア石井純子 / ヨハネバィスト磯正嘉 / ヨセフ松本利夫 / マ
リア宗高優美 / ヨセフ山井一彦
◆水島教会　7月27日

カノイ藤都クリスティナ
◆倉敷教会　7月27日

カルメル山の聖母マリア・ロザリア丸橋愛音 / マリナ吉村マリ
ナ
◆浜田教会　8月24日

マリア・エディト・シュタイン谷真琴 / ベルナデッタ、テレジ
ア谷美鈴 / アウグスチヌス竹本孝
◆鳥取教会　8月31日

テレジア濱岡紅衣 / マリアヴェロニカ松本弓乃 / ステファニア
山根心 / キリストファロ山口健次 / マリア・パウラ千坂智子

津和野　千人塚（殉教者の墓）
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『
過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
』

～
被
爆
後
七
〇
年
に
向
か
っ
て
～

広
島
教
区
平
和
行
事
報
告

　

今
年
の
平
和
行
事
も

例
年
通
り
世
界
平
和
記

念
聖
堂
で
八
月
五
日
・

六
日
・
九
日
の
三
日

間
、
開
催
さ
れ
た
。

　

「
『
過
ち
は
繰
返
し

ま
せ
ぬ
か
ら
』
～
被
爆

後
七
十
年
に
向
か
っ
て
～
」
を

テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
集
い
、
学

び
、
祈
っ
た
。

　

三
月
に
第
一
回
の
平
和
行
事

実
行
委
員
会
が
召
集
さ
れ
、
広

島
か
ら
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
を

発
表
さ
れ
た
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
二
世
の
列
聖
と
八
月
六
日
が

世
界
平
和
記
念
聖
堂
献
堂
六
十

年
と
来
年
が
原
爆
投
下
七
十
年

を
念
頭
に
、
「
一
九
四
五
年
八

月
六
日
」
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
意

味
を
し
っ
か
り
考
え
、
世
界
平

和
記
念
聖
堂
を
建
立
さ
れ
た
ラ

サ
ー
ル
神
父
の
熱
い
志
を
受
け

継
ぎ
、
恒
久
平
和
へ
の
道
を
歩

む
決
意
を
新
た
に
す
る
思
い

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
計
画
さ
れ

た
。

　

五
日
は
「
基
調
講
演
」
・

「
分
科
会
」
・
「
平
和
の
祈

り
」
・
「
日
本
聖
公
会
と
の
合

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
祈
り
の
集

い
・
平
和
行
進
・
平
和
祈
願
ミ

サ
）
」
・
「
テ
ゼ
の
祈
り
」
が

行
わ
れ
た
。

　

基
調
講
演
は
、
松
浦
悟
郎
司

教
（
大
阪
教
区
）
が
行
い
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
、
特
定
秘

密
保
護
法
等
、
国
家
の
体
勢
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
私
た

ち
の
生
活
に
関
わ
る
こ
と
を
見

過
ご
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

キ
リ
ス
ト
の
み
旨
に
叶
う
よ
う

平
和
の
た
め
の
行
動
に
移
す
よ

う
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

分
科
会
は
、
被
爆
証
言
、
憲

法
、
福
島
、
子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で

平
和
に
つ
い
て
学
び
、
考
え

た
。

　

日
本
聖
公
会
と
の
合
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
平
和
公
園
原
爆

供
養
塔
の
前
で
静
か
に
祈
り
、

約
四
百
人
が
世
界
平
和
記
念
聖

堂
に
向
け
て
平
和
行
進
を
行
っ

た
。
平
和
祈
願
ミ
サ
は
前
田
司

教
が
主
司
式
で
司
教
十
一
人
と

司
祭
団
の
共
同
司
式
で
行
わ

れ
、
説
教
は
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

正
義
と
平
和
協
議
会
会
長
の
勝

谷
太
治
司
教
（
札
幌
教
区
）
が

行
い
、
非
暴
力
を
貫
く
と
こ
ろ

に
し
か
平
和
の
道
は
な
い
と
語

ら
れ
た
。
ミ
サ
に
は
教
皇
庁
諸

宗
教
対
話
評
議
会
次
官
補
イ
ン

ド
ゥ
ニ
ル
・
コ
デ
ィ
ス
ワ
ッ
ク

神
父
も
参
列
さ
れ
、
約
六
百
人

が
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
来
年

被
爆
七
十
年
と
な
る
二
〇
一
五

年
八
月
六
日
ま
で
の
一
年
間
を

「
平
和
年
」
と
す
る
こ
と
を
、

前
田
司
教
が
宣
言
さ
れ
た
。

　

六
日
は
「
原
爆
・
す
べ
て
の

戦
争
犠
牲
者
追
悼
ミ
サ
」
・

「
世
界
平
和
記
念
聖
堂
献
堂

六
十
周
年
記
念
講
演
」
・
「
世

界
平
和
記
念
聖
堂
案
内
」
・

「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
・
「
キ

リ
ス
ト
者
平
和
の
祈
り
」
・

「
フ
ォ
ー
レ
・
レ
ク
イ
エ
ム
」

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

原
爆
・
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲

者
追
悼
ミ
サ
が
始
ま
る
前
、
被

爆
絵
本
が
朗
読
さ
れ
、
原
爆
投

下
八
時
十
五
分
に
鐘
の
音
と
と

も
に
黙
祷
し
，
前
田
司
教
の
主

司
式
で
約
三
百
五
十
人
が
参
加

し
た
。
世
界
平
和
記
念
聖
堂
は

こ
の
日
献
堂
六
十
年
を
迎
え
、

五
日
の
平
和
祈
願
ミ
サ
と
六
日

の
原
爆
・
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲

者
追
悼
ミ
サ
で
の
キ
リ
ス
ト
に

繋
が
る
人
々
の
祈
り
は
、
六
十

年
前
と
変
わ
ら
な
い
祈
り
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ミ
サ
後
、
世
界
平
和
記
念
聖

堂
献
堂
六
十
年
の
記
念
講
演
や

祈
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ピ
ー

ス
ウ
ォ
ー
ク
は
広
島
城
周
辺
を

企
画
し
た
。
軍
都
廣
島
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
大
陸
へ
の
足
掛

か
り
と
な
っ
た
歴
史
が
、
廣
島

を
発
展
さ
せ
た
事
実
を
忘
れ
な

い
よ
う
、
そ
の
上
で
、
原
爆
の

被
害
を
語
る
こ
と
が
、
大
切
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

九
日
の
長
崎
原
爆
犠
牲
者
追

悼
ミ
サ
で
は
原
爆
投
下
十
一
時

二
分
に
鐘
の
音
と
と
も
に
黙
祷

し
、
ミ
サ
を
捧
げ
、
三
日
間
の

行
事
を
終
え
た
。

　

ま
た
、
平
和
俳
句
も
三
年
間

続
き
、
多
く
の
投
句
が
あ
り
、

前
田
司
教
が
選
句
し
た
万
葉
賞

が
贈
ら
れ
た
。

　

今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
ず
、

雨
模
様
の
中
で
の
行
事
と
な
っ

た
が
、
必
要
な
時
に
雨
が
小
降

り
に
な
っ
た
り
、
や
ん
だ
り

し
、
何
と
か
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
聖
霊
の
助
け
を
感

じ
た
三
日
間
と
な
っ
た
。

　

「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と

は
、
将
来
に
対
す
る
責
任
を
担

う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
、
聖

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
平
和

ア
ピ
ー
ル
を
、
今
一
度
思
い
起

こ
し
、
来
年
の
八
月
六
日
ま
で

の
平
和
年
を
「
平
和
の
使
徒
」

な
る
こ
と
を
意
識
し
て
祈
り
、

働
き
ま
し
ょ
う
！
！

　

平
和
祈
願
ミ
サ
の
様
子
は

YouTube

で
、
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
「2014

平
和
祈
願
ミ

サ
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

松浦悟郎司教
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平
和
俳
句　

万
葉
賞　
二
〇
一
四

　

平
和
行
事
二
〇
一
四
の
企
画
と
し
て
、
広
島
教
区
内
で
平
和
俳
句
を
募
集

し
ま
し
た
。
優
秀
俳
句
は
以
下
の
通
り
で
す
。

《
大
人
の
部
》

① 

原
爆
忌
求
め
て
や
ま
ぬ
主
の
平
和	

（
水
島
）
辻
妃
代
子

② 

暗
き
世
に
十ど
く
だ
み薬

の
花
た
だ
白
し	

（
岡
山
）
今
川
千
代
子

③ 

巡
礼
の
ご
と
く
鴨
来
る
被
爆
川	

（
廿
日
市
）
平
田
百
合
子

④ 

花
筏
御
霊
を
載
せ
て
被
爆
川	

（
廿
日
市
）
平
田
百
合
子

⑤ 

慰
霊
碑
に
平
和
祈
願
や
蝉
し
ぐ
れ	

（
観
音
町
）
沖
山
光
璋

⑥ 

千
羽
鶴
世
界
に
羽
ば
た
け
雲
の
峰	

（
観
音
町
）
沖
山
光
璋

⑦ 

原
爆
忌
平
和
ア
ピ
ー
ル
新
た
に
し	

（
廿
日
市
）
三
浦
ま
ゆ
み

⑧ 

緑
陰
に
語
り
部
の
声
子
ら
の
声	

（
廿
日
市
）
河
原
典
子

⑨ 

手
話
で
平
和
か
ら
く
も
通
じ
広
島
忌	

（
廿
日
市
）
平
田
百
合
子

⑩ 

野
の
ユ
リ
の
よ
う
に
生
き
た
し
祈
り
つ
ゝ	

（
福
山
）
藤
井
恭
子

《
子
ど
も
の
部
》

① 

に
じ
が
で
て
平
和
の
し
る
し
う
れ
し
い
な	

（
防
府
）
福
田
千
紘

② 

小
と
り
さ
ん
蚊
が
と
ん
で
る
か
ら
は
い
り
な
さ
い

	

（
福
山
）
こ
ば
や
し
れ
ん
と

③ 

戦
争
は
と
う
と
い
命
う
ば
う
も
の	

（
防
府
）
高
嶋
瞳
子

④ 

せ
か
い
じ
ゅ
う
み
ん
な
き
ょ
う
だ
い
た
す
け
よ
う	

（
防
府
）
石
川
花
恵

⑤ 
子
供
た
ち
元
気
に
遊
ぶ
平
和
だ
よ	

（
翠
町
）
進
藤
咲

⑥ 
世
界
中
お
り
づ
る
あ
れ
ば
平
和
か
な	

（
翠
町
）
濵
本
沙
耶

⑦ 

い
き
る
こ
と
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
よ	

（
防
府
）
福
田
千
紘

《
中
高
生
の
部
》

① 

争
い
は
し
な
い
と
誓
っ
た
夏
あ
の
日

の
空	

（
呉
）
高
市
春
日

② 

平
和
と
は
共
に
相
手
を
赦
す
事	

（
呉
）
高
市
春
日

選
者
句

安
ら
か
に
繰
返
さ
ぬ
と
雲
の
峰

選
者
講
評
：
前
田
万
葉
司
教
（
広
島
教
区
長
）

　

大
人
の
部
①
句
…
主
（
キ
リ
ス
ト
）
の
平
和
福
音
こ
そ
（
世
界
）
平
和
の

柱
。
②
句
…
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
こ
そ
世
の
救
い
・
十
薬
。
③
④
⑤
句
…
鴨

も
花
も
蝉
も
被
造
物
全
体
で
「
安
ら
か
に
繰
返

さ
ぬ
」
と
反
核
反
戦
争
を
。
⑥
句
…
力
強
い
雲

を
見
る
と
千
羽
鶴
平
和
も
世
界
に
羽
ば
た
け
そ

う
だ
。
⑦
句
…
被
爆
７
０
年
も
来
る
し
。
⑧
⑨

句
…
被
爆
証
言
・
反
戦
争
が
す
べ
て
の
人
に
受

け
継
が
れ
ま
す
よ
う
に
。
⑩
句
…
神
の
御
手
の

中
で
平
和
を
。
子
供
の
部
①
句
…
平
和
の
虹に
じ

が

で
ま
す
よ
う
に
。
②
句
…
字じ
あ
ま
り

余
り
だ
が
こ
の

や
さ
し
さ
こ
そ
平
和
。
③
句
…
教
皇
さ
ま
も

広
島
で
同
じ
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。
④
句
…

地ち
き
ゅ
う
か
ぞ
く

球
家
族
だ
よ
ね
。
⑤
句
…
世
界
中
の
子
供
た

ち
が
元
気
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
⑥
句
…
平
和

の
祈
り
・
し
る
し
だ
か
ら
ね
。
⑦
句
…
ほ
ん
と

う
に
そ
う
で
す
よ
。
中
高
生
の
部
①
句
…
あ
の

戦
争
？
あ
な
た
の
喧
嘩
？
②
句
…
そ
う
で
す
平

和
は
ゆ
る
し
で
す
。

＊
応
募
総
数　

百
六
十
七
句
（
七
十
名
）

大
人
の
部　

九
十
三
句
（
三
十
七
名
）

子
ど
も
の
部　

六
十
六
句
（
二
十
八
名
）

中
高
生
の
部　

八
句
（
五
名
）

広島教区教会スタンプラリー完了者紹介

認定証番号第0005号

矢吹　典子さん

（岡山教会）

*岡山教会の聖ディエゴ
喜斎像の前で前田大司教
と完了記念の撮影

前
田 

万
葉 
大
司
教
様

大
阪
司
教
着
座

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高山右近ゆるキャラ「うーこんどの」と
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広
島
司
教
区
は
、
死
者

七
十
四
名
を
出
し
た
八
月
二
十

日
の
土
砂
災
害
の
支
援
の
た
め

に
「
カ
リ
タ
ス
広
島
災
害
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
あ

げ
、
八
月
二
十
七
日
か
ら
は
祇

園
教
会
と
清
心
幼
稚
園
の
ご
協

力
の
も
と
に
「
カ
リ
タ
ス
広
島

災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

祇

園
ベ
ー
ス
」
を
中
心
に
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
ま
で
の
期

間
、
「
祇
園
ベ
ー
ス
」
を
利
用

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
延
べ

人
数
で
三
百
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
島
司
教
区
に
お

送
り
い
た
だ
い
た
支
援
金
は
、

十
月
二
日
現
在
で
二
千
七
百
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ご
送
金

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

現
在
、
災
害
か
ら
一
か
月
半

が
過
ぎ
、
い
ま
だ
避
難
所
で
生

活
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
多
数
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
が
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
社
会
福

祉
協
議
会
も
安
佐
北
区
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
安
佐
南

区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
統
合
し
、
十
月
一
日
か
ら
は

土
日
曜
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
受
け
て
「
カ
リ
タ

ス
広
島
災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

を
十
月
十
二
日
で
終
了
し
、
そ

れ
に
伴
い
「
祇
園
ベ
ー
ス
」
も

終
了
し
ま
し
た
。

　

「
広
島
市
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
」
と
も
協
議
の
結
果
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
を
以
下
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

・
継
続
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

ご
希
望
の
方
は
、
「
広
島
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ

て
直
接
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
現
場
の
要
請
に
応
え
る
た
め

に
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ

ン
タ
ー
本
部
」
に
人
員
を
派
遣

し
ま
し
た
。
現
場
の
必
要
に
応

じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

・
今
ま
で
か
か
わ
り
の
あ
る

「
八
木
四
丁
目
自
治
会
」
「
八

木
三
丁
目
阿
武
の
里
サ
テ
ラ
イ

ト
」
か
ら
の
要
請
に
対
応
し
て

行
き
ま
す
。

　

こ
の
様
に
き
め
細
か
い
対
応

に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
心
か

ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

八
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
の

三
日
間
、
「
わ
た
し
を
お
使
い

く
だ
さ
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
山
口
教
会
で
練
成
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

広
島
教
区
の
小
学
五
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で
の
男
子
十
七

名
、
女
子
十
七
名
の
計
三
十
四

人
で
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
李
神
父
様
や
猪
口
神
父
様

の
お
話
を
聞
い
た
り
、
お
祈
り

の
大
切
さ
を
ロ
イ
神
学
生
か
ら

聞
き
、
そ
の
お
祈
り
に
使
う
ロ

ザ
リ
オ
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
津
和
野
の
殉
教
者

の
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
ミ
サ

に
も
与
り
、
侍
者
・
朗
読
・
共

同
祈
願
・
奉
納
と
色
々
な
役
目

も
果
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外

に
も
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
班

の
友
達
の
名
前
を
覚
え
た
り
、

木
与
（
海
の
家
、
萩
市
）
の
海

で
泳
い
だ
り
と
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
食
事
も
カ

レ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
流
し

そ
う
め
ん
等
、
お
い
し
い
食
事

が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
沢
山
の
神
父
様
が

参
加
し
、
ま
た
リ
ー
ダ
ー
も
多

く
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
山

口
教
会
の
方
に
も
事
前
の
準
備

か
ら
、
食
事
の
用
意
な
ど
色
々

と
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
無
事
に
楽
し
く
過

ご
せ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
多

く
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
次
の
機
会
に
も
ま

た
助
け
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。
練
成
会
が
子
供
た
ち

の
召
命
の
一
つ
の
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
来

年
の
準
備
を
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
達
は
八
月
十
九
日
か
ら
七

日
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン

フ
ァ
ン
タ
教
区
を
十
七
名
で
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

学
生
が
男
子
七
名
女
子
六
名
。

中
学
生
も
二
名
参
加
し
、
互
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
・

　
　

イ
ン
フ
ァ
ン
タ
訪
問

　
　
岡
山
教
会

小
林　

豊
（
大
学
生
）

広
島
教
区
練
成
会
を終

え
て

三
宅 

仁
孝 

神
学
生

広
島
土
砂
災
害
支
援

原
田
豊
己
神
父被害があった広島市安佐南区八木4丁目

ボランティア活動

サビエル記念聖堂（山口教会）
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イ
エ
ス
は
、
自
分
は
「
天
と
地

の
一
切
の
権
能
を
授
か
っ
て
い

る
」
と
宣
言
す
る
。
そ
し
て
、
そ

の
権
能
は
神
が
授
け
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
明
確
に
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
権
能
に
基
づ
き
、
イ

エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
「
す
べ
て
の

民
」
の
と
こ
ろ
に
行
く
よ
う
に
命

じ
た
。
「
あ
な
た
が
た
は
行
っ

て
、
す
べ
て
の
民
を
わ
た
し
の
弟

子
に
し
な
さ
い
。
彼
ら
に
父
と
子

と
聖
霊
の
名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授

け
、
あ
な
た
が
た
に
命
じ
て
お
い

た
こ
と
を
す
べ
て
守
る
よ
う
に
教

え
な
さ
い
」
。
（
マ
タ
イ
二
十
八

の
十
九
）

　

イ
エ
ス
の
権
能
は
世
界
の
全
て

の
人
々
に
福
音
を
説
く
こ
と
、
そ

し
て
「
彼
ら
を
自
分
の
弟
子
に
す

る
こ
と
」
を
含
む
。
「
父
と
子
と

聖
霊
」
の
名
に
よ
る
洗
礼
を
授
け

る
こ
と
を
弟
子
た
ち
に
与
え
ら
れ

る
。
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
こ
の

権
能
を
ど
の
よ
う
に
遂
行
す
る
か

の
指
示
は
与
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
使
徒
言
行
録
一
章
で
読
ん

だ
よ
う

に
、
弟

子
た
ち

が
こ
の

使
命
を

遂
行
で

き
る
よ

う
に
、
聖
霊
が
注
が
れ
る
の
で
あ

る
。

　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
の

よ
う
に
私
が
二
〇
一
三
年
三
月

二
十
日
に
司
祭
叙
階
の
恵
み
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
助
任
司

祭
と
し
て
一
年
間
幟
町
教
会
で
働

い
た
。
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
に

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
前
田
万
葉

司
教
様
か
ら
玉
野
教
会
主
任
司
祭

に
任
命
さ
れ
、
小
教
区
で
主
の
群

を
牧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
聖

霊
の
導
き
と
神
の
恵
み
で
毎
日
頑

張
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
日

本
へ
の
研
修
生
と
留
学
生
が
増
え

て
い
る
。
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
経

済
関
係
が
拡
大
す
る
中
で
、
ベ
ト

ナ
ム
人
の
若
者
に
と
っ
て
日
本
企

業
へ
の
就
職
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。
日
本
企
業
に
と
っ
て
も
、

日
本
留
学
経
験
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム

人
は
日
本
語
が
で
き
る
と
と
も

に
、
日
本
の
文
化
を
理
解
し
て
い

る
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
日
本
企
業
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
若
者
が
増
え
て
い
る
。

　

同
時
に
広
島
教
区
で
ベ
ト
ナ
ム

人
信
者
も
増
え
て
い
る
。
広
島
教

区
Ｊ
―
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
を
通
し
て
外
国

人
信
者
に
司
牧
す
る
こ
と
も
課
題

が
あ
る
。
今
日
、
萩
教
会
で
六

名
、
米
子
教
会
で
十
名
、
幟
町

教
会
で
三
十
名
、
福
山
教
会
で

四
十
五
名
、
岡
山
教
会
で
三
十
名

の
信
者
が
い
る
。
広
島
教
区
で
す

べ
て
を
合
わ
せ
て
百
二
十
一
名
に

な
る
。
母
国
語
で
ミ
サ
に
参
加
す

る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
希
望
に
応
じ

て
、
私
が
毎
週
日
曜
日
に
自
分
の

教
会
で
日
本
語
ミ
サ
を
授
け
て
、

会
議
が
終
わ
っ
て
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

語
ミ
サ
の
た
め
出
か
け
る
。
毎

月
、
第
一
主
日
十
六
時
に
福
山
教

会
で
、
第
二
主
日
十
六
時
に
岡
山

教
会
で
、
第
四
主
日
十
四
時
に
幟

町
教
会
で
ベ
ト
ナ
ム
語
ミ
サ
を
授

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム

信
者
た
ち
が
喜
ん
で
ミ
サ
に
参
加

し
て
い
る
。
最
近
、
未
信
者
研
修

生
や
留
学
生
の
中
に
洗
礼
を
受
け

る
人
も
増
え
て
い
る
。

　

一
方
、
留
学
生
た
ち
は
学
費
や

生
活
費
な
ど
の
負
担
が
重
い
。
多

く
の
留
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
生
活
費
を
稼
ぎ
な
が
ら
、
勉
強

し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
生
た
ち

も
企
業
で
残
業
が
多
く
、
日
曜
日

で
も
仕
事
が
あ
る
の
で
な
か
な
か

ミ
サ
に
参
加
で
き
な
い
人
が
た
く

さ
ん
い
る
。
研
修
生
と
留
学
生
が

安
心
し
て
日
本
で
働
く
こ
と
と
学

ぶ
こ
と
の
た
め
、
自
分
の
信
仰
生

活
が
大
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

広
島
教
区
の
司
祭
召
命
の
た
め

に
皆
さ
ん
の
祈
り
の
力
が
必
要
だ

と
思
う
。
私
た
ち
は
主
の
深
い
憐

れ
み
に
信
頼
す
る
こ
と
と
共
に
、

主
が
弟
子
た
ち
に
求
め
ら
れ
た
よ

う
に
、
働
き
手
を
送
っ
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
祈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
留
学
生
た
ち
の
中
か
ら
、
主

の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
広
島
教

区
の
神
学
生
が
出
る
よ
う
皆
さ
ん

の
祈
り
が
大
切
だ
と
思
う
。

『
あ
な
た
が
た
は
行
っ
て
、
す
べ
て
の
民
を

わ
た
し
の
弟
子
に
し
な
さ
い
』

玉
野
教
会　

ヨ
ハ
ネ　

グ
エ
ン
・
ク
ア
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
神
父

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

に
助
け
合
い
な
が
ら
、
有
意
義

な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
イ
ン

フ
ァ
ン
タ
の
人
々
は
温
か
く
迎

え
て
く
だ
さ
り
、
英
語
が
あ
ま

り
で
き
な
い
中
学
生
達
も
、
楽

し
く
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

文
化
や
言
語
の
違
い
を
乗
り

越
え
て
、
私
達
は
一
つ
の
家

族
、
神
様
の
下
で
の
兄
弟
で
あ

る
と
、
こ
の
旅
を
通
し
て
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
日
本

の
三
姉
妹
教
区
が
複
雑
な
歴
史

的
背
景
を
乗
り
越
え
て
交
流
し

あ
う
こ
と
で
、
平
和
へ
の
小
さ

な
一
歩
を
歩
め
る
よ
う
、
旅
の

経
験
を
し
た
私
達
は
自
分
に
で

き
る
何
か
を
見
つ
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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改
憲
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す

●
憲
法
に
縛
ら
れ
て
い
る
公
務
員

が
条
文
を
都
合
良
く
解
釈
し
て
は

な
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
、

む
し
ろ
九
十
九
条
で
憲
法
の
遵
守

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
憲
の

手
続
き
は
規
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
必
要
な
ら
ば
そ
れ
に
依
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
無
条
件
な
改

憲
は
で
き
ま
せ
ん
。
●
憲
法
に
は

「
基
本
原
理
」
が
あ
り
ま
す
。
日

本
の
場
合
「
国
民
主
権
（
民
主
主

義
）」「
基
本
的
人
権
の
尊
重
（
人

権
保
障
）」「
平
和
主
義
（
戦
争
放

棄
と
武
力
の
不
保
持
）」
の
三
大

原
理
で
す
。
日
本
国
憲
法
は
こ
の

三
つ
の
原
理
を
根
本
価
値
と
し
て

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
原
理
に
背
反
す
る
改
憲

は
原
理
に
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま

い
、
背
理
と
な
り
ま
す
。
改
憲
に

も
限
界
が
あ
る
の
で
す
。
●
安
倍

首
相
が
公
務
員
で
あ
り
な
が
ら
、

憲
法
の
基
本
原
理
を
遵
守
せ
ず
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
向
け
憲

法
解
釈
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
憲
法

を
破
壊
す
る
行
為
と
言
え
ま
す
。

●
日
本
は
一
度
憲
法
を
廃
止
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
太
平

洋
戦
争
で
日
本
が
敗
戦
し
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
占
領
下
、
帝
国
憲
法
を
廃

止
し
現
在
の
憲
法
を
新
し
く
制

定
し
ま
し
た
。改
憲
で
は
な
く
、

新
た
な
基
本
原
理
の
元
に
作
っ

た
の
で
す
。
通
常
平
時
に
お
い

て
憲
法
を
新
た
に
作
る
こ
と
は

し
ま
せ
ん
。
こ
の
時
は
敗
戦
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
価
値
転

換
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
憲

法
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
す
。
●

こ
の
よ
う
に
革
命
や
敗
戦
な
ど

に
よ
っ
て
基
本
原
理
の
見
直
し

が
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
果
た
し
て
現
在
、
三
大
原

理
を
見
直
す
必
要
が
ど
こ
に
あ

る
で
し
ょ
う
か
？
●
安
倍
首
相

の
解
釈
が
可
能
な
憲
法
に
す
る

な
ら
ば
、
三
大
原
理
は
見
直
さ

れ
、
現
在
の
憲
法
を
廃
止
し
、

「
戦
争
憲
法
」
を
制
定
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
解
釈
の
た

め
に
憲
法
が
蔑
ろ
に
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
も
は
や
立
憲
主
義

の
国
家
で
は
な
く
、
ナ
チ
が
ワ

イ
マ
ー
ル
憲
法
を
停
止
し
し
た

よ
う
に
、
独
裁
国
家
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。（

廣
崎
リ
ュ
ウ
）

地
区
便
り

34

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

山
口
・
島
根
地
区

岡
山
・
鳥
取
地
区

＊
信
徒
養
成
講
座
（
全
六
回
）

秘
跡
の
中
で
神
様
と
出
会
う

　

第
五
回
「
聖
体
授
与
の
臨
時

の
奉
仕
者
と
集
会
司
式
者
の
心

得
」
瀧
井
英
昭
神
父
（
福
山
教

会
）
十
月
十
一
日
（
土
）
岡
山

教
会
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

ま
で
。

＊
聖
書
講
座
開
講

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
フ
ェ

リ
―
チ
ェ
聖
書
講
座
「
聖
書

と
現
代
社
会
」
が
開
講
さ
れ

ま
す
。
期
間
：
十
月
十
一
日

（
土
）
～
十
二
月
六
日
（
土
）

の
五
回
。
講
師
：
荒
井
献
・
雨

宮
慧
・
百
瀬
文
晃
・
大
貫
隆
・

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

長
髙
木
孝
子
。
問
合
せ
先
：

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー0

8
6

-
252-7045

ま
で
。

＊
水
島
教
会
献
堂
五
十
周
年

　

十
月
二
十
六
日
（
日
）
十
三

時
三
十
分
よ
り
献
堂
記
念
ミ
サ

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
（
当
日

の
予
定
等
に
関
し
て
は
水
島
教

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
）

＊
地
区
宣
教
司
牧
評
議
員
会

　

二
〇
一
四
年
度
第
二
回
岡
山

鳥
取
地
区
宣
教
司
牧
評
議
員
会

が
十
月
十
二
日
（
日
）
倉
敷
教

会
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
前
回
ま
で
と
は
変
わ
り

「
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に

つ
い
て
、
各
小
教
区
か
ら
持
ち

寄
っ
た
テ
ー
マ
の
取
り
組
み

と
、
関
連
す
る
活
動
報
告
を
評

議
員
全
員
で
分
か
ち
合
い
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
教
区
テ
ー
マ
〈
私
を

お
使
い
く
だ
さ
い
〉
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
主
に
於
け
る
兄
弟

姉
妹
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
真
剣
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
下
松
教
会
創
立
五
十
周
年

　

九
月
二
十
一
日
（
日
）
下
松

教
会
は
、
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
、
百
人
以
上
の
参
加
者
が
集

ま
り
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
「
教
会
五
十
年
の

歩
み
の
写
真
展
」
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

＊
サ
ビ
エ
ル
書
院
オ
ー
プ
ン

　

九
月
十
三
日
（
土
）
に
山
口

サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
前
の
ア
ゴ

ラ
内
に
「
サ
ビ
エ
ル
書
院
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
営
業
日

は
、
祭
日
、
教
区･

地
区
の
行

事
、
司
祭
会
議
が
行
わ
れ
る
と

き
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

山
口
教
会

＊
広
島
教
区
召
命
合
同
祈
り
の

集
い

　

十
月
十
七
日
（
金
）
十
三
時

～
十
五
時
半
ま
で
、
山
口
サ
ビ

エ
ル
記
念
聖
堂
に
お
い
て
「
広

島
教
区
召
命
合
同
祈
り
の
集

い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
予
備
神
学
校
に
つ
い
て
（
後

藤
正
史
神
父
）

②
一
粒
会
に
つ
い
て
（
山
口

教
会
一
粒
会
担
当
・
竹
内
敏

広
）

③
講
話
と
祈
り
（
酒
井
陽
介
神

父
・
イ
エ
ズ
ス
会
）

ミ
サ
（
司
式
、
猪
口
大
記
神

父
）

サビエル書院
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小
百
合
幼
稚
園
は
一
九
三
六

年
に
小
百
合
託
児
所
と
し
て
開

所
し
ま
し
た
が
、
一
九
四
五
年

八
月
の
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
り

全
焼
し
、
閉
園
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
翌
一
九
四
六
年
に
小
百

合
保
育
園
と
し
て
復
興
し
た

後
、
一
九
五
四
年
に
小
百
合
幼

稚
園
と
し
て
、
認
可
を
受
け
ま

し
た
。
一
九
八
一
年
に
は
モ
ン

テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
法
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。

　

一
九
九
四
年
に
学
校
法
人
小

百
合
学
園
小
百
合
幼
稚
園
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
園
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

愛
の
精
神
を
も
っ
て
、
ひ
と
り

一
人
の
子
ど
も
の
自
立
を
助
け

る
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
の
原

理
と
方
法
を
取
り
入
れ
、
個
別

的
な
成
長
へ
の
配
慮
を
も
っ

て
、
心
豊
か
な
社
会
性
の
育
ち

を
目
標
と
し
た
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
一
ク
ラ
ス
に
年
長
の

子
ど
も
か
ら
、
満
３
歳
児
の
子

ど
も
が
一
緒
に
過
ご
す
縦
割
り

保
育
を
し
て
、
学
年
毎
の
活
動

で
、
心
と
体
を
一
杯
使
っ
て
生

き
生
き
と
喜
ん
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
自
立
を
し
て
い
き
強
調
性

な
ど
社
会
性
が
育
っ
て
い
く

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
隣
の
三
篠
教
会

に
行
き
、
静
か
な
雰
囲
気
の

中
で
お
祈
り
を
し
た
り
お
話

を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

ど
も
達
に
思
い
や
り
や
感

謝
、
平
和
な
心
が
養
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

楠
木
修
道
院
の
シ
ス
タ
ー

や
信
徒
の
方
々
に
子
ど
も
達

の
成
長
を
喜
ん
で
い
た
だ

き
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
平
和
の
心

を
持
ち
続
け
て
い
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

小
百
合
幼
稚
園

学
校
法
人
小
百
合
学
園

23

広
島
教
区
の
施
設

広
島
地
区

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク

＊
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会　

　

九
月
十
四
日
米
子
教
会
に
て

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会
が
あ
り

ま
し
た
。
津
和
野
殉
教
者
の
列

聖
を
願
う
意
義
を
理
解
す
る
た

め
に
、
清
水
弘
神
父
様
か
ら
ザ

ビ
エ
ル
の
宣
教
、
弾
圧
、
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
、
津
和
野
殉
教
へ

と
歴
史
的
な
背
景
を
交
え
て
、

と
て
も
分
り
や
す
く
講
話
頂
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
ミ
サ
八
十

人
で
し
た
。

＊
出
雲
教
会
創
立
五
十
周
年
記

念
行
事

　

九
月
十
五
日
敬
老
の
日
、
出

雲
教
会
創
立
五
十
周
年
感
謝
と

祝
賀
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ミ
サ
は
前
田
万
葉
司
教
様

（
九
月
二
十
三
日
大
阪
大
司
教

に
ご
着
座
）
の
主
司
式
、
歴
代

主
任
神
父
様
な
ど
十
一
人
の
司

祭
共
同
司
式
に
よ
り
、
厳
粛
か

つ
盛
大
に
執
り
行
な
わ
れ
、
参

列
者
は
二
百
五
十
人
（
概
数
）

で
し
た
。

　

祝
賀
会
（
三
百
人
概
数
）
は

聖
園
マ
リ
ア
園
に
て
、
司
教
様

の
俳
句
「
い
わ
し
雲
」
を
四
部

合
唱
で
開
会
し
、
神
父
様
方
や

創
立
時
に
ご
尽
力
さ
れ
た
元
県

議
、
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の

ス
ピ
ー
チ
、
ま
た
、
園
児
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
出
雲
出
身

の
音
楽
家
た
ち
の
「
歌
の
花

束
」
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
同
体
に

よ
る
踊
り
と
歌
、
教
会
の
子
供

た
ち
の
歌
が
披
露
さ
れ
、
最
後

に
手
話
を
交
え
て
「
マ
ラ
ナ

タ
」
を
全
員
で
歌
い
、
共
に
喜

び
ま
し
た
。
な
お
、
和
や
か
に

楽
し
く
歓
談
し
食
事
を
し
、
ま

た
司
教
様
に
は
広
島
教
区
で
の

最
後
の
公
式
行
事
を
共
に
し
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
は
こ
の
上
な

い
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

＊
「
平
和
年
」
「
平
和
の
日
」

の
行
事

　

広
島
教
区
で
は
、
世
界
平
和

記
念
聖
堂
六
〇
周
年
記
念
日
の

今
年
八
月
六
日
か
ら
、
被
爆
後

七
〇
周
年
を
迎
え
る
来
年
八
月

六
日
ま
で
の
一
年
間
を
「
平
和

年
」
と
し
た
。
広
島
地
区
で

は
、
こ
の
一
年
の
毎
月
六
日
を

「
平
和
の
日
」
と
し
て
行
事
を

行
う
。
十
時
か
ら
世
界
平
和
記

念
聖
堂
地
下
聖
堂
で
「
平
和
祈

願
ミ
サ
」
。
十
時
四
十
五
分
か

ら
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
。
ピ
ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
の
目
的
地
は
、

①
十
月
六
日
（
月
）

一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
ラ

サ
ー
ル
神
父
な
ど
が
避
難
し
た

縮
景
園
へ
。
園
内
の
原
爆
慰
霊

碑
で
の
祈
り
。

②
十
一
月
六
日
（
木
）

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
流
川
教
会

へ
。
被
爆
し
た
十
字
架
の
前
で

の
向
井
牧
師
の
講
和
と
祈
り
。

③
十
二
月
六
日
（
土
）

京
橋
川
沿
い
の
被
爆
建
物
・
樹

木
を
巡
礼
。

出雲教会

三篠教会
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「
司
祭
と
し
て
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
」

         　
　
　
　
　

 

幟
町
教
会

                                        

豊
田 

尚
臣 

神
父

〈82〉

れ
ば
そ
の
姿
は
「
あ
れ
は
悪
人

の
様
だ
」
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
「
愛
」
「
ア
イ
」
と
言
っ

て
も
、
人
間
の
行
為
と
し
て
す

ば
ら
し
い
行
為
ば
か
り
で
は
な

い
。

　

昔
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
世

の
中
に
は
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ

ア
の
組
」
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
他
人
へ
の
善
行
（
例
え
ば

病
者
の
見
舞
い
な
ど
、
他
人
に

は
わ
か
ら
な
い
け
ど
神
様
だ
け

が
御
存
知
の
善
行
）
を
す
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
今
で
も
こ

の
組
は
無
い
わ
け
で
は
な
い
。

人
に
見
ら
れ
な
い
様
に
神
の
呼

び
か
け
だ
け
に
応
え
て
、
そ
っ

と
善
行
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
あ
な
た
も
そ
の
様
な
善
行

と
出
会
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

し
か
し
今
日
の
社
会
は
、
愛

の
価
値
の
社
会
か
ら
グ
リ
ー
フ

社
会
と
呼
ば
れ
る
様
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。
グ
リ
ー
フ
と
は
、

悲
し
み
、
哀
れ
み
、
つ
ら
さ
な

ど
人
の
愛
を
感
じ
さ
せ
な
い
社

会
だ
が
、
そ
の
中
味
は
単
に

「
グ
リ
ー
フ
社
会
」
と
い
っ
て

片
付
け
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。

よ
う
に
愛
し
な
さ
い
。
」
幟
町

教
会
に
来
て
三
～
四
年
に
な
る

が
思
索
の
中
心
は
こ
れ
で
あ

る
。

　

ま
ず
「
神
を
愛
す
る
」
で
あ

る
が
、
外
見
的
に
も
聖
人
の
姿

を
し
て
い
れ
ば
「
あ
の
方
は
聖

人
の
様
だ
」
と
他
人
か
ら
評
価

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か

し
、
外
見
も
内
面
も
哀
れ
で
あ

　

司
祭
と
し
て
考
え
た
り
、

思
索
し
た
り
し
て
い
る
唯
一

の
こ
と
は
、
「
こ
こ
ろ
を
つ

く
し
、
愛
を
つ
く
し
、
思
い

を
つ
く
し
て
、
神
を
愛
す
る

こ
と
。
第
二
の
掟
も
同
様
で

あ
る
。
隣
人
を
自
分
と
同
じ

　

新
し
い
大
司
教
誕
生
の
嬉
し

い
気
持
ち
と
、
広
島
教
区
長
空

位
の
寂
し
さ
が
交
錯
す
る
。
一

日
も
早
く
教
区
長
が
誕
生
し
ま

す
よ
う
神
様
の
お
恵
み
を
祈
り

た
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
近
年
、
自

然
災
害
が
多
す
ぎ
る
。
地
球
が

病
気
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
中
で
、
ち
っ
ぽ
け
な

私
た
ち
は
祈
る
し
か
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
（
の
）

第
６
回
ア
ジ
ア
ン
・

ユ
ー
ス
・
デ
ー

Ａ
Ｙ
Ｄ

八
月
十
日
～
十
七
日

韓
国
デ
ジ
ョ
ン
教
区

　

今
回
の
Ａ
Ｙ
Ｄ
で
は
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
別
の
教
区

に
滞
在
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

殉
教
者
に
ま
つ
わ
る
聖
地
巡
礼

な
ど
を
し
た
後
、
デ
ジ
ョ
ン
教

区
で
の
本
大
会
で
、
グ
ル
ー
プ

で
の
分
か
ち
合
い
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
教
皇
と
の
出
会
い
、
徒
歩

巡
礼
、
野
外
ラ
イ
ブ
の
よ
う
な

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ミ
サ
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
私
が
感
心
し

た
の
は
、
ア
ジ
ア
の
青
年
た
ち

が
自
分
た
ち
の
信
仰
を
表
す
術

を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇

な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
信
仰
宣
言
、
そ
し
て

神
へ
の
賛
美
と
感
謝
を
豊
か
に

表
現
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
「
パ
パ
様
」
を
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AYD参加者の感想から抜粋

石井 美咲（エリザベト音楽大学）
私はキリスト教信者ではないけれど、一つの宗教を信じている
ということだけで、こんなにも多くの人々が一つになれるとい
う素晴らしさを知りました。

和田里 花（宇部教会）
このたびの韓国では、AYD初「パパさま来訪」もあって、もの
すごい熱狂ぶりであった。飛び交う言語は様々で、両手で足り
ないほど。伝えることに対して今まで生きてきた中で一番真剣
になった気がする。

村上 太志（宇部教会）
韓国では過去の戦争を理由に反日感情を持っている国民が多い
という事を事前に聞かされていましたが、私の出会った韓国人
は皆そんな様子はまるで無く、とても世話好きな良い人ばかり
でした。もしその「恨」を解消させたのがカトリックの存在な
のだとすれば、これほど素晴らしい事は無いなと感じました。

佐藤 真実（エリザベト音楽大学）
一番印象に残っていることは韓国のミサである。聖歌を今どき
の曲調にアレンジし、皆で楽しく歌っていた。そして神父様も
パワフルな方たちばかりで活気に満ち溢れていた。また、ただ
楽しく歌っているだけではなく、皆の祈りが込められていて、
それがしっかりと伝わってきた。


